
２2024年（令和6年）5月31日（金曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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本
年
で
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
当
所
で
は
、
記
念
事
業
の
１
つ
と
し
て
、
釧
路
市

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｋ
│
Ｂ
ｉ
ｚ
と
連
携
し
、
新
た
な
創
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〝
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
〞
を
立
ち
上
げ
た
。

日
（
火
）
に
記
者
発
表
を
行
い
、
同
日
に
第
１

回
審
査
会
を
開
い
た
。

　
青
色
申
告
を
始
め
て
間
も
な

い
個
人
事
業
者
の
方
を
対
象

に
、
『
青
色
教
室
（
記
帳
講
習

会
）
』
を
６
月

日
（
金
）
午

後
１
時

分
か
ら
午
後
３
時

分
ま
で
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
本
教
室
で
は
、
北
海
道
税
理

士
会
釧
路
支
部
に
所
属
す
る
税

理
士
が
、
青
色
申
告
に
最
低
限

必
要
な
簡
易
記
帳
の
方
法
や
確

定
申
告
、
領
収
書
・
請
求
書
の

整
理
・
保
存
方
法
、
パ
ソ
コ
ン

（
会
計
ソ
フ
ト
等
）
を
使
用
し

た
記
帳
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
ま
た
、
講
習
会
終
了
後
に
は

希
望
者
を
対

象
と
し
た
個

別
相
談
も
行

い
ま
す
。

　
受
講
料
は

無
料
で
、
お
申
し
込
み
の
締
め

切
り
は
、
６
月
７
日
（
金
）
ま

で
で
す
。

　
詳
細
や
お
申
し
込
み
は
、
当

所
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（
上
記
Ｑ
Ｒ
）

ま
た
は
当
所
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

青
色
申
告
を
始
め
て
間
も
な
い

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

日に行われた協議会

事業報告などが承認された通常議員総会

記者発表を行う栗林会頭（右）と澄川センター長

涼
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
お
菓
子

　
当
所
の
第
１
回
通
常
議
員
総

会
を

日
（
火
）
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
き
、
委
任
状

含
め

人
の
役
員
・
議
員
が
出

席
。
昨
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
報
告
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
栗
林
定
正
会
頭
は
道

内
市
町
村
の
う
ち

％
が
〝
消

滅
可
能
性
自
治
体
〞
と
発
表
さ

れ
た
こ
と
や
、
当
所
の
創
立
１

０
０
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

立
ち
上
げ
た
創
業
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
触
れ
「
人
口
減
少
に

向
か
う
社
会
で
も
、
若
者
に
も

暮
ら
し
や
す
い
生
活
の
糧
を
育

み
共
に
生
き
る
街
づ
く
り
や
、

民
間
の
力
で
地
域
活
性
化
を
進

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
構
築
す

る
節
目
の
年
に
し
た
い
」
と
、

役
員
議
員
に
事
業
へ
の
協
力
を

求
め
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
進
め
て

い
る
『
釧
路
は
涼
し
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
に
つ
い
て
も
話
し
、
涼

し
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
お
菓
子
の

開
発
や
パ
ネ
ル
を
紹
介
し
た
。

　
事
業
報
告
で
は
、
道
内
の
会

議
所
な
ど
と
連
携
し
た
要
望
活

動
や
水
産
業
振
興
へ
向
け
た
養

殖
の
先
進
地
視
察
、
釧
路
港
ポ

ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
役
員

を
対
象
に
『
議
論
百
出
釧
商
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
』
を
実
施
し
、
地

域
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
意
見

を
集
約
し
た
こ
と
、
道
東
９
つ

の
会
議
所
が
集
結
し
地
域
の
課

題
解
決
へ
協
議
す
る
『
東
北
海

道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
』

を

年
振
り
に

釧
路
で
開
催
し

た
こ
と
な
ど
を

報
告
し
た
。

　
さ
ら
に
、
女

性
会
で
は
創
立

周
年
記
念
式

典
の
開
催
や
令

和
４
年
度
に
実

施
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
が
全
国
女

性
会
連
合
会
で

表
彰
を
受
け
た

こ
と
、
青
年
部

で
リ
バ
ー
サ
イ

ド
エ
リ
ア
を
活

用
し
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
ウ
イ
ン

タ
ー
パ
ー
ク
を
実
施
し
、
釧
路

の
魅
力
を
発
信
し
た
こ
と
を
説

明
し
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
創
業
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
動

画
を
映
し
、
役
員
議
員
へ
概
要

説
明
を
行
っ
た
。
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Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
は
〝
Ｋ
ｕ
ｓ
ｈ

ｉ
ｒ
ｏ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ

ｖ
ｅ
　
Ｉ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
　
Ｂ
ｏ

ａ
ｒ
ｄ
〞
の
略
称
で
、
釧
路
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業

者
の
取
り
組
み
を
地
域
で
応
援

す
る
た
め
の
仕
組
み
。

　
記
者
発
表
で
、
栗
林
定
正
会

頭
は
釧
路
市
が
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
危
機
感
を
示
し
「
当
地
域
が

自
立
し
、
そ
し
て
永
続
し
て
い

く
に
は
次
世
代
に
向
け
た
橋
渡

し
の
構
築
が
必
要
」
と
述
べ
「
本

構
想
は
若
者
が
夢
を
掲
げ
、
地

域
の
可
能
性
を
求
め
る
新
規
事

業
を
民
間
ベ
ー
ス
で
後
押
し
す

る
新
た
な
創
業
支
援
の
仕
組

み
。
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
見
据

え
て
多
く
の
皆
様
に
お
力
添

え
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　
続
い
て
、
当
所
と
連
携
し
て

事
業
を
進
め
る
ｋ
│
Ｂ
ｉ
ｚ
の

澄
川
誠
治
セ
ン
タ
ー
長
よ
り

「
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
は
、
釧
路
地
域

の
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た
事

業
に
対
し
て
〝
釧
路
共
助
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〞
の
認
証
と
事
業
化

を
促
進
す
る
も
の
で
、
認
証
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
資
本
家

や
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、

支
援
や
投
融
資
を
呼
び
か
け
る

橋
渡
し
の
役
割
を
担
う
」
と
事

業
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　
澄
川
氏
は
人
口
減
少
や
市
場

規
模
の
縮
小
が
進
む
地
域
で

は
、
既
存
の
民
間
や
行
政
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
「
自
分
た
ち
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
出
資

や
活
動
で
実
現
す
る
〝
共
助
〞

の
考
え
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
に

は
重
要
」
と
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
の
必

要
性
を
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
「
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
を
契

機
に
釧
路
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
街
と
し
て
認
知
さ
れ
、
事
業

を
し
た
い
と
思
う
若
者
が
外
か

ら
来
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
人
流
の
活
性
化
に
も
期
待
を

寄
せ
た
。

　
な
お
、
釧
路
共
助
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
認
証
に
は
、
事
前
に
ｋ

│
Ｂ
ｉ
ｚ
で
事
業
計
画
を
相
談

し
、
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
審
査
会
で
採

択
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
審
査

基
準
は
①
釧
路
に
必
要
な
事
業

か
②
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

成
立
し
て
い
る
か
③
事
業
者
の

熱
意
の
３
つ
を
評
価
す
る
。

　
詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
9
4
6
b
o
a
r
d
.

c
o
m
/

）
ま
た
は
当
所
か
ｋ
│

Ｂ
ｉ
ｚ
ま
で
。

　
第
１
０
２
回
東
北
海
道
商
工

会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・

川
田
章
博
帯
広
商
工
会
議
所
会

頭
）
が
、

日
（
金
）
に
紋
別

市
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
や
道
東

商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
ら

約
１
６
０
人
が
出
席
し
た
。

　
同
協
議
会
は
道
東
９
つ
の
商

工
会
議
所
（
釧
路
、
帯
広
、
北

見
、
網
走
、
根
室
、
紋
別
、
遠

軽
、
美
幌
、
留
辺
蘂
）
で
構
成

さ
れ
、
広
域
的
視
点
に
立
っ
た

要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
冒
頭
、
川
田
会
長
が
「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
は
当
協
議

会
が
こ
れ
か
ら
背
負
う
大
き
な

課
題
。
東
北
海
道
に
明
る
い
未

来
を
築
く
た
め
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
開
催
地
で
あ
る
紋

別
商
工
会
議
所
の
片
岡
一
道
会

頭
は
「
地
域
が
継
続
す
る
に
は

産
業
力
・
競
争
力
を
高
め
、
雇

用
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
若
い

世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
が
必
要
。
こ
の
こ
と
は

我
々
世
代
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
協
議

会
や
要
望
活
動
の
経
過
報
告
を

し
た
の
ち
、

件
の
議
案
が
提

案
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
釧
路
か
ら
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
産
業
振
興
の
ほ
か
、
事
業
者

の
コ
ス
ト
負
担
軽
減
や
人
手
不

足
対
策
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
入

港
に
対
応
可
能
な
水
深
確
保
な

ど
新
た
に
６
項
目
を
加
え
、
他

会
議
所
と
の
共
同
提
案
を
含
め

項
目
を
提
案
し
た
。

　
な
お
、
協
議
会
で
決
議
さ
れ

た
議
案
は
６
月
に
札
幌
市
で
関

係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
行

う
。


